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笠
間
市
は
、
作
家
が
制
作
し
失
敗
し
た
笠
間
焼
の
廃
材
な

ど
を
道
路
の
舗
装
に
活
用
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
タ
ト
を
始
め
た
。

同
市
笠
間
の

「笠
間
工
芸
の
丘
」
の
建
屋
周
り
に
６０
平
方
房

ほ
ど
の
遊
歩
道
を
整
備
す
る
の
に
使
用
す
る
。
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
ヘ
の
賛
同
と
整
備
資
金
の
調
達
の
た
め
、
１
０
０
万
円

を
目
標
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（Ｃ
Ｆ
）
型
ふ
る
さ

と
納
税
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

′
不
燃
物
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る

・家
や
学
生
の
失
敗
作
な
ど
、
１
、・

陶
器
は
通
常
、
最
終
処
分
場
で

　

ン
ト
弱
の
材
料
を
確
保
し
た
。

舗
装
材
の
製
造
は
、
細
か
く

砕
い
て
ふ
る
い
に
か
け
た
陶
片

に
つ
な
ぎ
剤
を
混
ぜ
、
さ
ら
に

接
着
剤
を
加
え
て
固
め
る
。
遊

歩
道
の
工
事
は
３
月
中
の
完
了

を
目
指
す
。
現
在
、
改
修
工
事

が

ヽ
進
ん
で
い
る
工
去
の
二
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
に
間
に

合
わ
せ
る
予
定
だ
。

寄
付
の
受
け
付
け
は
、
ふ
る

さ
と
チ

ョ
イ
ス
の
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ

（
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
の
サ
イ
ト

（
Ｊ
鮮

０
∽
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卜
ｏ
Ｘ
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０
＼
障
ｏ
ぐ
ハ
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）
で
、

′
期
限
は
３
月
３．
日
ま
で
。

（佐
川
友

し

L

笠
間
焼
の
廃
材
を
使

つ
た
舗
装
材

の
サ
ン
プ
ル
を
示
す
笠
間
市
の
職

員
ら
＝
同
市
役
所

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
る
。
伝
統

工
芸
品

・
笠
間
焼
の
産
地
で
も

廃
棄
さ
れ
る
場
合
は
同
様
の
扱

い
と
な
り
、
そ
の
量
も
多
い
と

み
ら
れ
る
が
、
廃
材
の
再
資
源

化
や
利
活
用
は
き
ほ
ど
進
ん
で

い
な
い
の
が
現
状
だ
。　
　
　
・

市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
笠

間
焼
の
再
資
源
化
の
在
け
方
に

一
石
を
投
じ
る
狙
い
が
あ
る
。

工
芸
の
丘
メ
イ
ン
建
屋
西
側
近

く
の
遊
歩
道
の
表
層
部
分
に
陶

の
廃
材
を
用
い
る
。
担
当
す
る

市
環
境
政
策
課
に
よ
る
と
、
笠

間
焼
協
同
組
合
と
県
立
笠
間
陶

芸
大
学
校
の
協
力
を
得
て
、
作
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市、CF型ふるさと納税


